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	ソーラーシェアリングとは、太陽の恵みを農作物と発電でシェアする仕組みのこと。市議選政策で掲げた「食とエネルギーの地産地消」を推進するためにも、一石二鳥の取り組みだと注目していました。8月に「食とエネルギーのテーマパーク」を目指すさがみこベリーガーデン(神奈川県相模原市)のスタディツアーに参加しました。
	　　　　　さがみこベリーガーデンは、東京
	　　　　ドームに匹敵する広さ約5ha、農業
	　　　　振興地域という将来にわたり総合的に農業を守り育てるために指定された土地です。所有者から借り受けたのが７年前、当時は草が生い茂る耕作放棄地だったといいます。
	　準備期間を経て３年前から来場者を迎え、今は約半分程度まで段階的に整備が済んでいるようです。ブルーベリーだけでなく、いちじくやワイン用のぶどうも栽培しています。養蜂もやっていて、およそ10万匹を飼育し、年間200ℓのハチミツが採れるそう。収穫したブルーベ
	リーは福祉事業
	所でジャムに加
	工してもらい販
	売しています。
	　　　　 パネル全体で約600kw、約150 　　　　世帯分の発電量になります。パネル
	　　　には２種類あって、幅が細い方は
	ソーラーシェアリング専用で、風が抜けやす
	いそう。また雨がより細かく落ちるので、農作物にとってもより良い環境となります。
	　再エネに対しては、メガソーラーによる環境破壊という悪いイメージを持たれることもあるようです。だからこそ、自然、地域、農地への配慮がある「いい再エネ発電所」を応援してほしい、それが社会を変えていくことにもつながると伺いました。
	　食べ物の産地と同様、エネルギーもどこで何からできているのか、意識を向けることが当たり前になるようにしたいものです。 　　　　　
	　　　　　日野市ではこのような大規模な展
	　　　　開は難しいと思いますが、長期スパ
	　　　　ンが見込めれば、小規模でも必ず投資は回収できます。逆に売電収入があれば、農業を生業として継続しやすくなる面もあるはずです。
	　ただ、相続のことを考えると二の足を踏んでしまうかもしれません。やはり都市農地の相続税の仕組みを変えていかなくては、と参加者と話し合いました。
	　少しづつ学びを深めながら、議会での提案につなげていきたいと思います。ご関心のある方ぜひご一緒に！
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	ソーラーシェアリングを広めていこう！

	日野・生活者
	ネットワークニュース　
	NO.175
	タブレット学習、ホントにこのままでいいの⁉
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	水辺の生き物調査、実施しました！
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